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東京土建一般労働組合練馬支部、第62回定期大会を東京
土建一般労働組合規約20条にもとづき下記の日程で開催し
ます。
〔日 時〕2019年4月7日（日）

午前9時30分開場 10時00分開会
〔会 場〕区民・産業プラザ ココネリホール
〔代議員〕代議員は分会から選出された代議員と支部役員

で構成します。

①代議員選出基準と代議員定数
2019年1月末日の分会組織人員に対して、60名に1名の
割合（端数は30捨31入）で算出した代議員数に3名の基礎
代議員数を加えた人数の代議員を、各分会で選出します。

②特別代議員
主婦の会10名（支部役員待遇を含む）、青年部5名の費

用は支部負担になります。

（注1）大会の分科会は7つの分科会を予定します。各分会がそ
れぞれすべての分科会に参加できるよう、7から分会選出代
議員の数を引いた人数を特別代議員として各分会で選出して
ください。（行動費は支部負担。なお、分科会数の7を超え
て、特別代議員を分会で選出する場合は、その費用は分会負
担となります。

（注2）大会準備委員は代議員として選出して下さい。

（注3）支部執行委員会以上の役員および会計監査は役員資格で
の大会出席となります。また、各役員待遇は特別代議員とな
ります。

③代議員または分会からの議案や修正案の取扱について
修正案の提出期限を4月1日（月）午後7時とします。

2019年2月7日
東京土建一般労働組合練馬支部 執行委員長 福岡 忠行

大会準備委員長 川村 圭介

1
月
22
日
に
勤
労
福
祉

会
館
で
開
催
さ
れ
、
東
京

土
建
か
ら
16
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
練
馬
春
闘
の
柱

は
、
「
労
働
法
制
改
悪
に

反
対
し
働
く
ル
ー
ル
作

り
」
「
格
差
を
是
正
し
、

公
契
約
条
例
制
定
で
賃
金

相
場
の
引
上
げ
」
「
労
働

者
の
組
織
化
、
一
致
し
た

要
求
で
団
結
」
「
民
主
団

体
や
住
民
団
体
と
の
共

同
」
と
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
学
習
会
の
開
催

や
集
会
へ
の
参
加
が
中
心

に
な
り
ま
す
。

東
京
土
建
で
は
、
3
月

8
日
に
区
内
の
現
場
前
宣

伝
行
動
、
4
月
に
は
建
設

ユ
ニ
オ
ン
と
共
同
の
駅
頭

宣
伝
行
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
毎
年
4
月

に
開
催
し
て
い
る
だ
い
こ

ん
行
進
は
、
6
月
に
延
期

予
定
で
す
。

年
が
明
け
て
、
2
0
1
9
春
闘
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。
組
合
で
も
、
春
闘
に
合
わ
せ
た
賃

金
運
動
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

1
月
30
日
に
杉
並
公
会

堂
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

全
体
で
8
5
0
人
、
練
馬

支
部
か
ら
は
13
人
が
参
加

し
ま
し
た
。基
調
報
告
は
、

動
画
な
ど
の
映
像
を
交
え

な
が
ら
過
去
の
闘
い
や
現

状
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
各
組

合
の
決
意
表
明
で
は
、
ス

ト
ラ
イ
キ
を
か
ま
え
て
闘

っ
て
い
る
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
で
闘
っ
て

い
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
労
組
、
雇
止

め
の
闘
い
で
急
激
に
組
織

拡
大
を
進
め
て
い
る
首
都

圏
大
学
非
常
勤
講
師
組
合

な
ど
、
力
強
い
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
東
京
土
建
か

ら
は
、
全
支
部
が
の
ぼ
り

旗
を
持
っ
て
登
壇
し
、
こ

の
間
の
現
場
前
宣
伝
で
現

場
を
改
善
し
て
き
た
取
り

組
み
の
報
告
を
し
ま
し

た
。

平
成
も
最

後
の
年
を
迎

え
て
2
か
月

が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る

今
日
、
日
本

社
会
で
「
一

番
驚
い
た
こ
と
は
と
何
か
」

と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
多
く
の

人
が
一
人
の
若
者
の
こ
と
を

挙
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。
▼

日
本
の
若
き
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
が
「
白
血
病
」
と
診
断

さ
れ
た
こ
と
を
自
ら
公
表
し

た
。
目
標
に
向
か
っ
て
ま
っ

し
ぐ
ら
に
練
習
を
重
ね
る
日

々
で
の
突
然
の
病
気
。
自
身

が
混
乱
し
て
い
る
辛
い
心
境

の
中
、
「
治
療
に
専
念
し
、

さ
ら
に
強
く
な
っ
た
自
分
の

姿
を
見
せ
た
い
」と
誠
実
で
、

そ
し
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
若
者

の
勇
気
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
、
一
日
も
早
い
病
気
の

克
服
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

▼
一
方
、
こ
の
国
の
政
治
・

行
政
に
か
か
わ
る
人
た
ち
の

中
に
は
、
残
念
な
が
ら
誠
実

さ
と
公
正
さ
を
忘
れ
た
、
ま

た
は
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
が

い
る
。「
嘘
」
や
「
心
な
い
発

言
」
な
ど
が
続
き
、
開
き
直

る
こ
と
も
あ
り
、
信
頼
は
地

に
墜
ち
か
け
て
い
る
。ま
た
、

嘘
を
つ
か
れ
て
い
る
私
た
ち

が
次
第
に
「
驚
か
な
い
」
、

「
疑
問
に
持
た
な
い
」
と
い

う
状
態
に
陥
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
と
恐
ろ
し
い
。

▼
こ
の
状
況
に
対
し
て
効
果

的
な
治
療
は
何
か
。
何
が
必

要
な
の
か
。
今
が
治
療
の
好

機
か
も
し
れ
な
い
。
（
奈
）

2
0
1
9
練
馬
春
闘
共
闘
会
議
が
発
足

始まる始まる
2019春闘2019春闘

練
馬
の
春
闘
も

始
ま
っ
た

ステージに東京土建本部・全支部が集結

練
馬
春
闘
共
闘
会
議
総
会

格差是正、働き方改悪反対
大幅賃上げを勝ち取ろう！

格差是正、働き方改悪反対
大幅賃上げを勝ち取ろう！

国
民
春
闘
総
決
起
集
会

東京土建一般労働組合練馬支部東京土建一般労働組合練馬支部

第62回定期大会告示第62回定期大会告示
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今
年
は
10
月
の
消
費
税
増

税
が
大
き
な
争
点
と
な
る
こ

と
か
ら
、
練
馬
区
内
の
共
闘

団
体
か
ら
な
る
「
3
・
13
重

税
反
対
ね
り
ま
実
行
委
員

会
」
を
筆
頭
に
、
地
域
団
体

に
広
く
呼
び
か
け
、
1
月
24

日
夕
方
か
ら
「
消
費
税
増
税

ス
ト
ッ
プ
！
ね
り
ま
イ
ン
パ

ク
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
8

団
体
（
土
建
・
民
商
・
労
連

・
区
労
協
・
年
金
者
組
合
・

東
京
芸
術
座
・
慈
雲
堂
労
組

・
日
本
共
産
党
）の
95
人（
う

ち
東
京
土
建
77
人
）
の
仲
間

の
参
加
で
取
り
組
み
、
消
費

税
増
税
の
反
対
と
税
制
の
民

主
化
を
求
め
、
区
民
に
対
し

て
ア
ピ
ー
ル
を
2
部
構
成
で

行
い
ま
し
た
。

第
1
部
は
区
内
7
つ
の
駅

頭
で
各
参
加
団
体
が
弁
士
を

つ
と
め
、
駅
頭
宣
伝
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
通
行
人
か
ら

「
消
費
税
増
税
は
絶
対
反
対
」

と
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ

き
、
署
名
協
力
も
し
て
頂
け

ま
し
た
。

第
2
部
は
、
7
駅
頭
か
ら

練
馬
駅
に
仲
間
が
集
結
し
、

大
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
百
人
規
模
で
溢
れ
ん
ば

か
り
の
仲
間
が
集
結
し
た
練

馬
駅
前
の
広
場
で
は
、
各
参

加
団
体
の
弁
士
に
よ
る
マ
イ

ク
リ
レ
ー
で
消
費
税
増
税
や

税
制
に
対
す
る
想
い
を
区
民

に
訴
え
、
参
加
者
に
配
布
し

た
チ
ラ
シ
は
6
3
7
枚
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
が
2
6
0
0
個
に

の
ぼ
り
、
署
名
70
筆
を
集
め

る
な
ど
、
通
行
人
や
信
号
待

ち
の
車
両
か
ら
も
大
き
な
注

目
を
集
め
、
署
名
や
「
街
頭

シ
ー
ル
投
票
」に
協
力
頂
き
、

区
民
へ「
消
費
税
増
税
反
対
」

の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

署
名
と
並
行
し
て
お
こ
な

っ
た
「
街
頭
シ
ー
ル
投
票
」

で
消
費
税
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
問
い
、「
消
費
税
廃
止
」

が
最
多
の
45
％
、次
い
で「
8

％
に
据
え
置
き
」
が
30
％
、

「
5
％
に
戻
す
」
が
25
％
、

と
い
う
結
果
と
な
り
、
区
民

が
消
費
税
増
税
や
消
費
税
そ

の
も
の
に
対
し
て
、
危
機
感

や
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

寒
風
に
も
負
け
ず
ア
ピ
ー
ル

シール投票の様子

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部
、
第
62
回
定
期
大
会
を
東
京
土

建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
8
条
及
び
第
31
条
に
も
と
づ
き
、
東
京
土
建

一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部
の
2
0
1
9
年
度
、
諸
役
員
の
立
候
補
を
下

記
の
役
職
ご
と
に
受
付
け
ま
す
。

立
候
補
者
受
付
期
間

2
0
1
9
年
2
月
8
日
（
金
）
午
前
9
時
よ
り
同
年
3
月
22
日
（
金
）

拡
大
執
行
委
員
会
、
会
議
前
の
午
後
7
時
ま
で
（
土
、
日
、
祭
日
を

除
き
、
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で
の
間
、
支
部
事
務
所
で

受
付
け
ま
す
）

役
職
と
定
数

◇
執
行
委
員
長

1
名

◇
副
執
行
委
員
長

5
名

◇
書
記
長
（
常
駐
）

1
名

◇
書
記
次
長
（
常
駐
）

3
名

◇
常
任
執
行
委
員

11
名
（
1
名
は
青
年
部
長
の
枠
と
し
、
選

挙
定
数
は
10
名
と
し
ま
す
）

◇
執
行
委
員

28
名

◇
会
計
監
査

3
名

（
注
）
定
数
を
超
え
る
立
候
補
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
職
ご
と
に

選
挙
を
行
い
ま
す
。

役
員
立
候
補
に
関
す
る
補
足
事
項

①
新
分
会
発
足
の
場
合
は
分
会
数
に
応
じ
て
執
行
委
員
の
定
数
の
増
員

を
行
い
ま
す
。

②
本
部
常
駐
役
員
に
推
薦
す
る
役
員
に
つ
い
て
は
特
別
職
（
特
別
常
任

執
行
委
員
）
と
し
て
支
部
役
員
待
遇
と
す
る
。

③
支
部
青
年
部
長
は
97
年
度
よ
り
常
任
執
行
委
員
と
し
ま
し
た
。

④
支
部
主
婦
の
会
会
長
に
つ
い
て
は
、
支
部
常
任
執
行
委
員
待
遇
と
し

ま
す
。

⑤
支
部
主
婦
の
会
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、
支
部
執
行
委
員
待
遇
と
し

ま
す
。

⑥
支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
に
つ
い
て
は
、
支
部
執
行
委
員
待
遇
と
し

ま
す
。

⑦
支
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
に
つ
い
て
は
、
支
部
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。

⑧
本
部
主
婦
の
会
・
青
年
部
・
シ
ニ
ア
友
の
会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
長
は
常

任
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。

⑨
本
部
主
婦
の
会
・
青
年
部
・
シ
ニ
ア
友
の
会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
他
の
本
部

役
員
は
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。

⑩
立
候
補
者
は
、
支
部
事
務
所
に
て
掲
示
を
行
い
、
立
候
補
状
況
が
わ

か
る
よ
う
に
し
ま
す
。

※
待
遇
お
よ
び
特
別
職
は
支
部
役
員
と
し
ま
す
が
、
機
関
会
議
で
の

決
議
権
は
持
た
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
2
月
7
日

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部

第
62
回
定
期
大
会

選
挙
管
理
委
員
長

植
竹

明

美しいこぶたが舞い踊る

2
月
2
日
、
「
平
成
最
後

の
初
春
の
宴

母
ち
ゃ
ん
パ

ワ
ー
で
猪
突
猛
進
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
来
賓
を
含
む
1
3

8
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

午
前
中
は
株
式
会
社
ト
ー

タ
ル
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
佐
々

木
朝
雄
氏
を
講
師
に
「
活
き

た
お
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
」の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

「
普
段
な
か
な
か
自
分
で
は

学
習
し
な
い
テ
ー
マ
で
よ
か

っ
た
」
「
自
分
は
大
丈
夫
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
病
気
で

収
支
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と

き
ど
う
す
る
か
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

午
後
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

出
し
物
を
行
い
、
支
部
合
唱

団
「
コ
ス
モ
ス
」
と
主
婦
の

会
四
役
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
劇

「
あ
の
日
の
授
業
」
、
ピ
ン

ク
レ
デ
ィ
ー
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
替

え
歌
で
「
9
条
」
な
ど
平
和

を
大
切
に
す
る
主
婦
の
会
ら

し
い
も
の
や
恒

例
の
「
花
笠
音

頭
」
の
ほ
か
、

わ
ら
べ
の
「
め

だ
か
の
兄
妹
」
、
「
こ
ぶ
た

の
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
」な
ど
、

主
婦
の
会
の
パ
ワ
フ
ル
さ
が

伝
わ
る
出
し
物
に
、
会
場
は

大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し

た
。

ね
り
ま
イ
ン
パ
ク
ト

熱
く
ア
ピ
ー
ル

ね
り
ま
イ
ン
パ
ク
ト

熱
く
ア
ピ
ー
ル
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京
土
建
一
般
労
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組
合
練
馬
支
部

第
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回
定
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大
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役
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選
挙
告
示

第
62
回
定
期
大
会

役
員
選
挙
告
示
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母
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組
合
で
は
、
毎
年
「
確
定

申
告
相
談
会
」
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
税
理
士
と
書
記

局
で
申
告
相
談
者
と
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
申
告
書
作
成
ま
で

お
手
伝
い
し
ま
す
。
外
注
や

一
人
親
方
の
仲
間
で
少
し
で

も
確
定
申
告
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
方
は
組
合
の
確
定
申

告
相
談
会
に
是
非
参
加
し

て
、
申
告
書
を
作
成
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
税
金
の
申
告

は
「
正
し
い
記
帳
に
基
づ
く

正
し
い
計
算
」
が
基
礎
に
な

り
ま
す
。
昨
年
一
年
間
に
お

け
る
収
支
の
記
録
な
ど
を
改

め
て
準
備
・
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

【
案
内
】
特
別
税
対
部
員
（
昨

年
相
談
者
）
へ
は
個
別
案
内

い
た
し
ま
し
た
。

【
記
帳
補
助
】
収
支
の
記
帳

が
楽
々
で
き
る
組
合
作
成
の

「
所
得
計
算
書
」
は
、
冊
子

版
と
エ
ク
セ
ル
版
を
組
合
で

販
売
し
て
い
ま
す
（
各
3
0

0
円
）

【会場】東京土建練馬支部会館3階（練馬区中村北1-6-2）
【受付時間】午前10時～11時30分 午後1時～3時
＊相談会当日は混雑が予想されますので、できるだけ公共交通機関でお
越しください
＊特別税対部員以外で相談会参加希望の方は、支部までご連絡ください
＊今年の3・13重税反対ねりま区民集会&集団申告は、3/13（水）です

昨年相談会に参加していない方で相談会参加希望者は
東京土建練馬支部担当・岡田まで☎03-3825-5522

昨
年
10
月
か
ら
練
馬
支
部

で
勤
務
し
て
い
る
山
中
耕
太

と
申
し
ま
す
。
現
在
の
担
当

業
務
は
「
建
設
業
許
可
」
と

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
受
付
」
で
す
。

就
職
と
同
時
に
神
戸
か
ら

練
馬
区
桜
台
に
引
越
し
て
か

ら
4
か
月
…
。
練
馬
は
新
宿

や
池
袋
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良

い
の
で
す
が
、
私
は
出
不
精

な
た
め
、
休
日
も
練
馬
区
内

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
練
馬

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

趣
味
は
読
書
、
ギ
タ
ー
、

映
画
・
音
楽
・
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
鑑
賞
。
家
の
中
で
完
結
で

き
る
イ
ン
ド
ア
派
で
す
。
た

ま
に
は
外
で
体
を
動
か
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
れ
ば
い

い
の
で
す
が
、
何
を
し
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
結

局
「
庭
の
湯
」
に
出
か
け
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

す
。と

り
と
め
の
な
い
自
己
紹

介
で
す
が
、
皆
さ
ん
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
１
）
一
人
親
方
労
災

①
一
人
親
方
労
災
加
入
者
全
員
に
「
ゆ
う
ち
ょ
払

込
票
」
送
付
し
ま
す
。

支
部
へ
の
来
所
は
不
要
。
お
近
く
の
郵
便
局
で
更

新
で
き
ま
す
。

（
ゆ
う
ち
ょ
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
土
日
も
入
金
で
き
ま
す
）

入
金
確
認
後
、
新
年
度
の「
加
入
者
証（
カ
ー
ド
）」

を
郵
送
し
ま
す
。

②
法
定
外
保
険
は
同
封
す
る
案
内
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て

く
だ
さ
い
。計
算
書
・
請
求
書
を
別
途
送
付
し
ま
す
。

（
２
）
事
業
所
労
災

3
月
下
旬
か
ら
更
新
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
更

新
日
程
は
対
象
の
事
業
所
に
直
接
ご
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。

３月１３日（水）、消費税１０％を阻止するために集会と税務署に向けてのパレードと集団申告を
おこないます。どなたでも参加可能で、税務署の確定申告への不当な干渉を許さない取り組み
につながりますので、是非ご参加ください。

確定申告（個別）相談会【全日程】
２８日
（木）

２７日
（水）

２６日
（火）

２１日
（木）
１１日
（月）

１９日
（火）
７日
（木）

１５日
（金）
６日
（水）

１４日
（木）
５日
（火）

１３日
（水）
１日
（金）

２
月
３
月

確
定
申
告

相
談
会
の
ご
案
内

労
働
保
険
の

年
度
更
新
に
つ
い
て

労
働
保
険
の

年
度
更
新
に
つ
い
て
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新

職

員

紹

介

新

職

員

紹

介

山
中

耕
太
さ
ん

別別個個

お知らせ
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今
回
は
、
1
月
号
に
ス
ペ

ー
ス
の
関
係
で
掲
載
で
き
な

か
っ
た
皆
様
か
ら
の
お
便
り

を
紹
介
し
ま
す
。
（
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
流
行
語
、
今
年
も
発
表
が

あ
り
ま
し
た
ね
。
最
後
に
福

が
来
る
と
良
い
で
す
が
『
そ

だ
ね
〜
』
（
学
園
分
会
／
追

田
俊
夫
さ
ん
）

◇
年
末
年
始
は
お
天
気
に
恵

ま
れ
、
大
変
お
だ
や
か
な
お

正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
健
康
に
気
を
付
け

て
、
な
る
べ
く
保
険
証
の
出

番
の
な
い
よ
う
暮
ら
し
て
い

け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
今

年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
泉
分
会
／
飯
田
富

美
子
さ
ん
）

◇
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
難
し
さ
が
ち
ょ
う
ど

い
い
で
す
（
石
神
井
台
分
会

／
住
友
香
葉
さ
ん
）

◇
新
年
を
迎
え
る
の
に
政
局

は
悪
い
方
向
へ
流
れ
て
い
ま

す
。
変
え
ら
れ
る
の
は
選
挙

だ
け
。
投
票
に
い
つ
も
行
き

ま
し
ょ
う
。
（
旭
町
光
が
丘

分
会
／
工
藤
吉
春
さ
ん
）

◇
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
三
輪

車
こ
ぎ
こ
ぎ
我
が
家
に
も
サ

ン
タ
く
ん
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
（
石
神
井
分
会
／
田
山

徳
子
さ
ん
）

◇
い
よ
い
よ
新
し
い
年
の
ス

タ
ー
ト

天
皇
の
交
代
そ
し

て
2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
躍
動
の
一
年
で
あ
る

こ
と
を
願
い
た
い
。
（
関
町

分
会
／
小
出
誠
さ
ん
）

◇
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
楽
し
そ

う
で
す
ね
。
仕
事
が
休
め
そ

う
で
し
た
ら
、
次
回
は
参
加

し
て
み
た
い
で
す
。
（
早
宮

分
会
／
天
野
邦
子
さ
ん
）

◇
い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
英
語

バ
ー
ジ
ョ
ン
作
っ
て
下
さ

い
。
『
猪
突
猛
進
』
で
何
事

に
も
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

ナ
ア
〜
。
（
南
事
業
所
分
会

／
中
澤
悠
聖
さ
ん
）

電
工
（
2
人
）

社
員

和
光
電
気
設
備
㈱
（
桜
台
分

会
）

練
馬
区
桜
台
5
―
6
―
5

☎
03
―
3
9
4
8
―
3
4
8

8と
び
（
1
人
）

社
員

一
樹
工
業
（
貫
井
分
会
）

練
馬
区
貫
井
4
―
13
―
24
―

1
0
2

☎
0
9
0
―
7
8
2
0
―
1

6
9
9

大
工
（
2
人
）

短
期
雇
用

小
田

孝
（
南
田
中
分
会
）

練
馬
区
南
田
中
4
―
23
―
10

☎
0
9
0
―
1
1
1
8
―
1

6
8
7

配
管
工
（
2
人
以
上
）

社
員
・
見
習
・
短
期
雇
用

㈱
平
井
設
備
（
北
事
業
所
分

会
）

練
馬
区
谷
原
2
―
13
―
8

☎
03
―
3
9
9
5
―
0
2
3

1解
体
工
・
4
ｔ
運
転
手

（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈲
倉
冨
商
会
（
上
石
神
井
分

会
）

小
平
市
大
沼
町
6
―
10
―
2

☎
0
4
2
―
3
4
6
―
6
4

9
5

型
枠
大
工
（
2
人
）

社
員
・
見
習

㈲
光
田
工
務
店（
桜
台
分
会
）

練
馬
区
桜
台
5
―
34
―
20

☎
03
―
3
9
9
2
―
9
9
6

1建
築
塗
装
（
3
人
以
上
）

社
員

㈱
豊
太
美
装
（
春
日
分
会
）

練
馬
区
向
山
4
―
9
―
37

☎
0
9
0
―
1
4
0
1
―
3

0
4
3

鉄
筋
工
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
林
田
工
業
（
関
町
分
会
）

西
東
京
市
柳
沢
2
―
14
―
3

―
3
0
9

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0

4
7
3

施
工
管
理
（
2
人
以
上
）

社
員
・
請
負
契
約

㈱
ル
チ
ル
開
発
（
西
大
泉
分

会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
2
―
23

―
36

☎
0
8
0
―
6
5
8
2
―
0

3
1
0
（
担
当
者
・
白
川
）

鉄
筋
工
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
ネ
ヘ
ミ
ヤ
（
北
事
業
所
分

会
）

練
馬
区
田
柄
1
―
26
―
1
1

1
Ｆ

☎
0
9
0
―
8
5
1
6
―
2

3
6
4

外
溝
工
事
（
1
人
）

社
員
・
短
期
雇
用（
各
1
人
）

㈲
山
弘
興
業（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
町
2
―
47
―
4

☎
0
9
0
―
3
2
2
6
―
8

1
0
1

と
び
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
宮
城
仮
設
（
桜
台
分
会
）

練
馬
区
氷
川
台
3
―
19
―
2

☎
03
―
3
9
3
1
―
8
3
5

4塗
装
工
（
1
人
）
社
員

タ
ッ
ト
（
富
士
見
台
分
会
）

練
馬
区
大
泉
町
3
―
35
―
24

☎
0
9
0
―
2
5
6
4
―
9

6
3
2

配
管
工
（
2
人
）
社
員
・
見

習㈱
ク
ラ
フ
ト
エ
ア
ー
（
西
大

泉
分
会
）

練
馬
区
西
大
泉
1
―
18
―
7

☎
0
9
0
―
5
5
3
6
―
8

6
1
8

大
工
・
内
装
工
・
配
管
工（
2

人
）
社
員

㈱
ツ
カ
モ
ト
（
中
村
分
会
）

板
橋
区
前
野
町
1
―
11
―
3

☎
03
―
6
8
2
5
―
4
6
5

2リ
フ
ォ
ー
ム
営
業
（
2
人
）

社
員
・
見
習

㈲
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ー
ル
ド

（
南
事
業
所
分
会
）

杉
並
区
今
川
3
―
22
―
14
―

1
0
2

☎
03
―
5
3
0
3
―
0
9
2

2内
装
工
（
2
人
）
社
員

Ｄ
Ｓ
Ｋ
（
上
石
神
井
分
会
）

練
馬
区
関
町
南
3
―
12
―
21

―
7
0
1

☎
03
―
6
6
7
7
―
6
0
5

7

防
水
工
（
2
人
）
社
員
・
見

習野
崎
防
水
（
中
村
分
会
）

練
馬
区
高
野
台
2
―
27
―
16

―
4
0
1

☎
0
9
0
―
2
1
6
0
―
0

3
9
9

建
築
塗
装
工
（
2
人
）
社
員

・
見
習
、
短
期
も
あ
り
、

建
装
社
（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
5
―
2

―
18
―
7
0
1

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3

8
1
2

解
体
工
、
オ
ペ
、
産
廃
ド
ラ

イ
バ
ー
、
解
体
仕
訳
け
（
3

人
以
上
）
社
員
、
請
負
も
あ

り㈲
清
水
石
産
土
木
（
北
練
馬

分
会
）

練
馬
区
錦
2
―
7
―
3

☎
03
―
3
9
3
3
―
5
8
1

4塗
装
工
（
2
人
）
社
員
・
見

習㈱
光
が
丘
美
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
土
支
田
1
―
31
―
11

―
山
八
マ
ン
シ
ョ
ン
1
0
5

☎
0
1
2
0
―
3
8
0
―
9

1
5

鳶
工
、
鍛
治
工（
3
人
以
上
）

社
員
、
短
期
雇
用
、
請
負
も

あ
り

㈱
Ｒ
Ｙ
（
石
神
井
分
会
）

練
馬
区
高
野
台
2
―
27
―
20

―
1
1
0
3

☎
0
8
0
―
4
6
8
9
―
8

2
6
7

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

身
に
つ
い
た
品
性

3

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
一

種
。
パ
ン
や
お
菓
子
に

も
使
わ
れ
ま
す

7

ひ
な
祭
り
で
、
右
大
臣

が
飲
み
過
ぎ
た
？

9

ひ
ど
く
立
腹
し
ま
し
た

10

秋
田
の
漬
物
い
ぶ
り
が

っ
こ
は
…
…
に
し
た
大

根
が
材
料

11

夏
目
漱
石
の
代
表
作
の

一
つ

13

昔
の
船
乗
り
の
こ
と

14

…
…
転
、
…
…
勢
、
…

…
命

15

ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
赤
い

…
…
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

17

安
く
大
量
に
売
る
こ
と

20

昔
の
新
聞
社
の
通
信
手

段

21

山
盛
り
ご
飯
を
こ
う
言

い
ま
す

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

経
験
を
積
ん
だ
人
の
力

2

…
…
毛
、
…
…
字
、
…

…
船

3

滑
り
止
め
校
を
受
験
。

…
…
を
か
け
る

4

剣
道
や
弓
術

5

縄
文
と
か
弥
生
と
か

6

小
麦
粉

8

柘
榴
っ
て
読
め
ま
す
か

？

12

接
触
す
る
こ
と
。
…
…

を
取
る

13

目
や
鼻
が
つ
ら
い
…
…

症

15

京
都
・
祇
園
の
…
…
さ

ん

16

よ
り
青
く
見
え
る
の
は

…
…
の
芝
生
で
す

17

必
要
は
発
明
の
…
…

18

映
画
・
テ
レ
ビ
の
格
闘

演
技

19

漫
画
「
巨
人
の
星
」
で

主
人
公
星
飛
馬
の
親

友
。
…
…
宙
太

《解き方》イラストをヒントにして、二
重ワクの5文字をうまく並べてできる言
葉は？

（作・モロズミ勝）

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

宛
先
：
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土
建
練
馬
支
部

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に
お
書
き
下

さ
い
。

締
め
切
り

2
0
1
9
年
3
月
12
日
（
火
）
支
部
到

着
当
選
者
は
3
月
号
で
発
表
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み
は

東
京
土
建
練
馬
支
部
求
人
・
求
職
係
ま
で

０
３（
３
８
２
５
）５
５
２
２


